
解
と
お
力
添
え
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

地
区
住
民
の
皆
様
、
学
園
南
地
区

自
主
防
災
・
防
犯
協
議
会
（
以
下
、

自
主
防
）
の
活
動
に
、
ご
理
解
と
ご

協
力
を
頂
き
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

自
主
防
は
、
災
害
発
生
時
の
減
災

対
策
及
び
犯
罪
被
害
の
防
止
を
図

る
活
動
に
取
り
組
み
、「
安
全
で
、
安

心
で
き
る
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
」

を
推
進
す
る
目
的
と
し
て
、
平
成
21

年
４
月
に
設
立
さ
れ
た
組
織
で
す
。

　

４
月
14
日
定
時
総
会
が
滞
り
な

く
終
了
し
、
新
自
治
会
長
と
共
に
令

和
元
年
度
の
船
出
を
し
ま
し
た
。
昨

年
に
比
べ
今
年
度
の
変
更
点
は
①
い

き
い
き
ス
ク
ー
ル
と
子
ど
も
会
が
一

緒
に
な
っ
て
学
園
南
い
き
い
き
子
ど

も
会
と
し
て
活
動
し
ま
す
。②
ふ
れ

あ
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
部
会
を
従
来
の

活
動
に
戻
し
、
以
後
、
麻
雀
、
カ
ラ

オ
ケ
等
を
同
好
会
と
し
部
会
と
し
て

独
立
さ
せ
ま
し
た
。
現
行
以
外
も
お

申
し
出
を
頂
く
と
同
好
会
の
中
で
検

討
し
ま
す
の
で
積
極
的
に
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

　

福
祉
大
会
は
９
月
16
日
㈪
に
学

園
前
ホ
ー
ル
で
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ

お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

５
月
１
日
、
平
成
か
ら
令
和
へ
元

号
が
変
わ
り
、
新
た
な
時
代
が
幕
を

開
け
ま
す
。
自
主
防
も
新
た
な
歴
史

を
刻
む
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の

機
会
に
再
度
振
り
返
り
、
安
全
、
安

心
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
活
動
が

実
施
で
き
て
き
た
の
か
、
し
っ
か
り

と
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

４
月
の
総
会
に
て
、
今
年
度
の
事

業
計
画
が
承
認
さ
れ
、
新
た
に
活
動

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
特
に
、
事

業
活
動
の
基
本
理
念
と
し
て
は
、
地

区
の
皆
様
が
「
参
加
し
て
良
か
っ
た
」

と
思
え
る
よ
う
な
活
動
内
容
の
上
、

結
果
、
い
ざ
と
い
う
時
に
力
が
発
揮

で
き
る
主
体
的
持
続
可
能
な
防
災

ま
ち
づ
く
り
活
動
に
向
け
た
自
主
防

組
織
を
目
指
し
ま
す
。

（１） 令 和 元 年 6 月 23 日 学 園 南 ふ れ あ い 地 域 情 報 紙

　

令
和
の
世
を
迎
え
、
心
引
き
締
ま

る
高
揚
感
に
浸
っ
て
い
ま
す
。
平
素

よ
り
自
治
会
活
動
に
一
方
な
ら
ぬ
ご

理
解
と
ご
協
力
を
頂
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
は
、
大
地
震
、
大
雪
、
豪
雨
、

台
風
と
自
然
災
害
に
見
舞
わ
れ
ま

し
た
。
皆
様
と
共
に
、
今
ま
で
以
上

に
地
域
の
方
々
と
の
絆
づ
く
り
と
、

減
災
へ
の
備
え
を
強
化
し
て
い
か
ね

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

今
年
は
、
地
域
の
未
来
を
見
据
え

た
「
地
域
自
治
協
議
会
」
を
設
立
さ

せ
て
新
し
い
街
づ
く
り
が
始
ま
り
ま

す
。

　

地
区
に
居
住
の
方
全
員
（
自
治
会

未
加
入
者
を
含
む
）
を
対
象
に
協
働
・

参
画
を
お
願
い
し
、
ま
た
当
地
の
20

団
体
は
「
自
治
部
会
」、「
防
災
防
犯

部
会
」、「
福
祉
部
会
」
の
３
グ
ル
ー

プ
い
ず
れ
か
の
構
成
団
体
と
な
り
協

働
活
動
を
し
て
き
て
い
ま
す
。

　

皆
様
に
は
、
自
治
協
議
会
に
ご
理

　

平
素
は
奈
良
市
行
政
の
運
営

に
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
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会

長

地
区
社
会
福
祉

協

議

会

所

長

西
部
出
張
所

奈
良
市
役
所

穴

尾

恵

美

り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
本

年
４
月
に
西
部
出
張
所
長
に
着

任
し
ま
し
た
穴
尾
恵
美
と
申
し
ま

す
。

　

災
害
の
多
か
っ
た
平
成
か
ら
新

た
な
時
代
・
令
和
へ
と
移
り
ま
し

た
が
、
日
々
災
害
に
対
す
る
危
機

管
理
意
識
の
重
要
性
を
感
じ
て
お

り
ま
す
。
こ
の
意
識
を
踏
ま
え
今

後
も
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご

支
援
・
ご
協
力
を
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

西
部
出
張
所
　
新
所
長

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

今
年
度
の
重
点
方
針



一
丁
目
自
治
会

　

吉
村 

計
宜

　

学
園
前
に
移
り
住
ん
で
お
よ

そ
30
年
。
今
ま
で
自
治
会
活
動

は
全
く
関
わ
っ
て
こ
な
か
っ
た

と
こ
ろ
に
突
然
の
自
治
会
長
の

大
役
。
ご
満
足
い
た
だ
け
る
会

務
の
遂
行
の
た
め
精
一
杯
務
め

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ご
理

解
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

一
丁
目
第
２
自
治
会

　

岩
田 

真

　

住
宅
街
の
中
に
大
和
文
華
館

ほ
か
の
美
術
館
が
あ
り
、
日
常

的
に
芸
術
・
文
化
に
親
し
ん
で

い
る
地
域
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
が
安
全
か
つ
の
び
の

び
と
成
長
で
き
、
ま
た
シ
ニ
ア

世
代
が
近
所
と
の
つ
な
が
り
を

持
ち
続
け
ら
れ
る
よ
う
な
、
世

代
を
超
え
て
「
住
み
良
い
」
と

感
じ
ら
れ
る
街
に
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

一
丁
目
パ
ー
ク
ス
イ
ー
ツ

管
理
組
合
自
治
会

　

千
田 

美
由
紀

　

当
地
区
は
街
路
樹
や
緑
が
多

く
綺
麗
な
の
で
す
が
、
学
園
前

駅
南
側
の
交
差
点
な
ど
道
路
整

備
が
あ
ま
り
良
く
な
い
よ
う
に

思
い
ま
す
。
小
さ
い
子
供
や
大

人
も
憩
え
て
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

も
で
き
る
よ
う
な
公
園
が
で
き

れ
ば
良
い
と
思
い
ま
す
。

二
丁
目
自
治
会

　
　

岡
村 

美
紀
子

　

ほ
ど
良
い
近
所
付
き
合
い
に

も
恵
ま
れ
、
こ
の
街
で
の
暮
ら

し
に
も
慣
れ
て
き
ま
し
た
。
学

園
前
は
眺
望
が
良
い
一
方
で
坂

道
の
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
は
激
し
い

な
ぁ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
は
自
治
連
合
会
の
活

動
の
お
手
伝
い
も
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
皆
様
の
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

二
丁
目
北
自
治
会

　

岩
本 

幸
治

　

幼
少
時
代
を
奈
良
で
過
ご

し
、
大
人
に
な
っ
て
様
々
な
地

域
を
経
験
し
ま
し
た
が
、
こ
こ

に
戻
る
た
び
に
ほ
っ
と
安
心
し

ま
す
。
や
っ
ぱ
り
奈
良
で
す
。

　

当
自
治
会
は
高
齢
世
帯
が
大

半
を
占
め
ま
す
が
、
昔
か
ら
の

世
代
と
新
し
い
世
代
、
そ
れ
ぞ

れ
想
い
は
違
っ
て
も
そ
れ
ぞ
れ

の
想
い
で
「
ほ
っ
と
」
す
る
街
に

な
れ
ば
い
い
で
す
ね
。

二
丁
目
南
自
治
会

　

中
村 

眞
一

　

21
年
前
に
高
畑
か
ら
移
っ
て

き
た
当
初
は
、
通
勤
が
便
利
で
、

ま
た
駅
周
辺
に
美
術
館
や
文
教

地
区
の
あ
る
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な

街
と
い
う
印
象
で
し
た
。

　

高
齢
者
世
帯
や
単
身
世
帯

は
ま
す
ま
す
増
え
、
当
自
治
会

内
で
も
空
家
が
発
生
し
て
い
ま

す
。
見
守
り
や
介
護
、
日
常
の

生
活
支
援
を
含
め
公
共
機
関
と

の
支
援
連
携
の
一
端
を
、
自
治

会
活
動
の
中
で
考
え
て
い
く
必

要
性
を
感
じ
て
い
ま
す
。

二
丁
目
南
苑
自
治
会

　

寺
川 

佳
孝

　

当
地
区
は
駅
ま
で
歩
け
る
距

離
に
あ
り
な
が
ら
、
ゆ
っ
た
り

と
生
活
で
き
る
落
ち
着
い
た
街

で
す
。
鳥
の
さ
え
ず
り
と
共
に

目
覚
め
る
朝
、
穏
や
か
な
人
々

が
住
み
静
か
な
街…

こ
の
環
境

を
大
き
く
変
え
る
こ
と
な
く
、

手
入
れ
を
し
て
熟
成
し
て
い
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

三
丁
目
自
治
会

　

野
村 

修
平

　

３
度
目
の
自
治
会
長
で
す
。

住
民
の
代
表
と
し
て
少
し
で
も

お
役
に
立
て
る
の
か
ど
う
か
？

が
自
身
の
課
題
で
す
。
皆
様
か

ら
の
ご
意
見
や
苦
情
を
真
摯
に

受
け
止
め
、
ま
た
役
所
や
警
察

等
に
対
し
て
皆
様
の
代
表
と
し

て
し
っ
か
り
と
物
申
す
べ
く
努

力
し
ま
す
。
よ
ろ
し
く
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

三
丁
目
北
自
治
会

　

大
西 

優
陽

　

こ
の
街
は
と
て
も
静
か
で
治

安
も
良
く
、
近
所
の
方
が
と
て

も
フ
レ
ン
ド
リ
ー
な
印
象
が
あ

り
ま
す
。
若
い
世
代
、
家
族
を

持
っ
た
方
た
ち
が
「
住
み
た
い
」

と
思
う
よ
う
な
地
域
に
、
ま
た

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
の
方
が

住
み
や
す
い
地
域
に
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

三
丁
目
中
自
治
会

　

中
村 

光

　

少
子
高
齢
化
が
進
み
、
高
齢

者
が
若
年
世
代
を
支
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
時
代
と
も
言
わ
れ

ま
す
。
自
治
会
と
し
て
も
困
難

さ
が
な
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
安
心
し
て
住
み
続
け
ら

れ
る
ま
ち
づ
く
り
が
少
し
で
も

前
進
す
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

三
丁
目
南
自
治
会

　
　

清
水 

葉
子

　

こ
の
町
に
住
み
始
め
て
15
年

が
経
ち
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も

穏
や
か
で
住
み
や
す
い
町
で
あ

り
ま
す
よ
う
に
、
微
力
な
が
ら

お
手
伝
い
さ
せ
て
い
た
だ
け
た

ら
と
思
い
ま
す
。
１
年
間
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

令 和 元 年 6 月 23 日（２）第 39 号 学 園 南 ふ れ あ い地 域 情 報 紙

平
成
31
年
度
自
治
会
長

（敬称略）
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新たなコミュニティ『学園南地域自治協議会』の設立

全住民自治によるまちづくりを行うための地域を一体化した、新たな地域コミュニティ組織のことです。

１．地域自治協議会とは

今まで地域コミュニティの中心的役割を担ってきたのが自治会であり、自治会長が既存の市民公益活動団体

（奈良市自治連合会など）の役員を担ってきたことなど、新しいコミュニティの形成にあたっての素地があり

ます。

地域自治協議会は、各地区の自治連合会などが中心となり、地域で活動する各種団体や住民が連携して協

議を行います。また、この地域自治協議会は、各種団体への加入の有無、性別、年齢、国籍などに関係なく、

地域の住民全員が地域自治協議会の構成員となり、活動に参加することができます。

その間、皆様から問題提起と街づくりアンケートでは前向きの
ご回答を多数頂きました。おかげ様で5月26日の合同臨時
総会で自治協議会設立の決議がなされました。いよいよ6月
上旬に設立認可の申請を奈良市に行います。

皆様には、一層自治協議会の理解を深めて頂き、地域の活性
化にご支援をいただきますようお願いいたします。

我が地域も少子高齢化し空き家も増え、隣近所のつながりも疎遠化が進む中で、地域活動の担い手が減っ
てきています。“地域力のあるうちに設立を” と、平成27年4月から今年4月まで検討を重ね設立準備
を進めてきました。

（１）地域自治協議会の構成

【学園南地区における構成団体】
○自治連合会　○自治会　○地区社会福祉協議会　○民生委員・児童委員協議会
○自主防災・防犯協議会　○ＰＴＡ　○高砂会　○いきいき子ども会
○公民館　○美術館　○医療機関・商店・事業者　○学校・学校支援団体
○子育て団体　○ＮＰＯ・ボランティア団体　など

自治部会 防災防犯部会 福祉部会

福祉健康
地域活性 環境整備

教育文化 総務・広報
防災防犯

学園南地区 地域自治協議会　総会・理事会　【決定機関】

３部会　【執行機関】

組織の
理念

民主的

オープン

公平
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地域自治協議会は、一定のまとまりのある地域で設置して、その区域を活動エリアとします。

ただし、地域自治協議会を担うのは住民であることから、隣接する区域が一体となるなど、住民が活動しや

すい区域を選択できるよう柔軟に対応するとともに、

各地域の実情に合わせたエリア設定を地域の話し

合いによって決定することも可能です。

（２）地域自治協議会の活動エリア

地域自治協議会は、地域の現状や課題にもとづいてさまざまなまちづくり活動を行うほか、地域の要望を取

りまとめ、市へ提言を行うなどの役割を担います。

また、地域自治協議会の活動を継続的に実施していくためには、連携・交流によって地域内の絆を深めると

ともに、段階的・計画的に活動を拡大していくことが望まれます。

（３）地域自治協議会の役割

【地域自治協議会の主な役割】
①まちづくり活動推進
②要望集約・提出
③施策等の提言
④情報共有の窓口
⑤地域連携の強化

・地域の課題解決に向けた活動　・地域自治計画の作成・実施
・地域内の要望や意見の集約・提出
・地域内の活動を踏まえた施策・事業の提言
・市の担当部局を通じた情報の送達・授受
・各団体間の情報連絡　・各団体が実施するイベントの調整・相互参加協力

○相互補完・・・・・

○一体感の向上・・

○相乗効果・・・・・

○効率性向上・・・・

個別では解決が難しい課題でも、多様な主体が協力することで解決していけます。

地域の誰もが参加し、活動に取り組むことができる組織であることから、地域内の一

体感の向上が期待できます。

協議会を構成する多様な主体が連携・協力することで、従来からの活動が活性化し

たり、新たな活動が生まれたりする可能性があります。

地域内の重複した活動が一本化されることにより、効率的な役割分担が可能となり、

住民が参加しやすくなります。

（１）地域にとっての効果

２．地域自治協議会の効果

○地域の要望・提案の効率的・・・

　かつ迅速な把握

○地域の実情に応じた迅速・・・・

　かつ一体的な対応

地域で調整集約された要望・提案等を市に提出し、市側が効率的か

つ迅速に把握することができるようになります。

横断的・多面的に把握した地域の要望・提案等を基に、地域の実情

に応じて、市が迅速かつ一体的に対応することが可能になります。

（２）行政にとっての効果

地域自治協議会は、地域内の各団体のネットワーク化及び相互補完を図るもので、それぞれの地域の特色を

生かした組織として地域の課題にきめ細かく対応できることなどから、地域・行政の双方にさまざまな効果

がもたらされます。

○地域と市側双方からの施策提言の機会・場が容易に確保できます。

○地域ニーズに密接に対応した市の政策づくりが可能になります。

○両者にとって情報の公開と共有による合意形成の場が担保されます。

（３）複合的な効果

【学園南地区における対象エリア】
学園南１～３丁目、学園大和町１丁目の一部



３．地域自治協議会に関するＱ＆Ａ

学 園 南 ふ れ あ い

①ポストに新聞・郵便物等がたまっている。
②窓やカーテンが開いたまま、閉まったまま。
③洗濯物が干しっぱなしになっている。
④外でよく見かけたのに最近見ない。
⑤季節に合わない服を着ていたり、言動が不自然。

私たち地域住民は、具体的に何をすればいいですか。

まちづくりの担い手の一人として、地域自治協議会に関心を持ち、できる範囲で地域自治協議会の話

し合いや活動に参加していただくことが重要だと考えます。

地域内の企業や各団体の役員の方、退職した世代の方などに積極的に声を掛け合い、地域自治協議

会への参加を呼びかけていきましょう。

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
厚

生
労
働
大
臣
の
委
嘱
を
受
け
て
皆

さ
ん
の
身
近
な
相
談
相
手
に
努
め

て
い
ま
す
。

　

少
子
高
齢
化
と
人
々
の
つ
な
が

り
の
希
薄
化
・
価
値
観
の
多
様
化

な
ど
、
社
会
情
勢
が
変
化
し
て
い

ま
す
。「
さ
さ
え
あ
え
る
町
」
に
す

る
た
め
に
は
、【
ち
ょ
っ
と
見
守
り

…

ご
近
所
へ
の
目
配
り
・
気
配
り
】

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

地
域
の
一
人
暮
ら
し
や
高
齢
者

の
方
、
子
育
て
に
悩
ん
で
お
ら
れ

る
若
い
お
母
さ
ん
方
は
、
ご
近
所

付
き
合
い
が
少
な
く
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。

　

最
近
「
共
生
」
と
い
う
言
葉
を

よ
く
聞
き
ま
す
。
ち
ょ
っ
と
し
た

気
配
り
で
、
隣
近
所
、
老
い
も
若

き
も
、
自
分
の
で
き
る
範
囲
で
助

け
合
い
見
守
り
合
う
こ
と
で
、
子

ど
も
の
虐
待
な
ど
不
幸
な
事
故
の

な
い
町
で
あ
り
た
い
。
自
治
会
の

組
長
（
班
長
）
さ
ん
に
は
地
域
福

祉
の
ア
ン
テ
ナ
役
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
活
動
に
つ
い
て

気づきのポイント
・通勤の時
・家の前を掃除している時
・回覧をまわす時
・散歩の時
・買い物の時

こんな時のついでに…

〜
あ
ん
し
ん
・
あ
ん
ぜ
ん
・

　
　
　
　
　
　
さ
さ
え
あ
え
る
町
に
〜

Q
A

地域自治協議会を設立したら、自治会（町内会）や地域の団体はなくなりますか。

地域自治協議会は、各地域に存在する組織に替わるものではなく、各団体が連携協働するプラット

ホーム的な組織です。そのため、地域自治協議会の設立にともなって既存の団体がすぐさま解散する

わけではありません。

Q
A

現在の自治会（町内会）や地域の各団体は、今後どのように変わりますか。

自治会（町内会）や地域の各団体は、相互に連携することにより、地域内の課題解決に向けた取り組

みを検討・実施しやすくなります。また地域内に一体感が育まれ、単独では解決が難しい課題も効率

的に解決することが可能となります。

Q
A

地域自治協議会を設立するメリットは何でしょうか。

地域自治協議会を設立することで、

○地域課題に対して、連携して対処することができます。

○地域に一体感が生まれます。

○担い手不足により難しくなった活動を地域全体で取り組めます。

Q
A

地域自治協議会は、市役所の組織ですか。

市の組織ではありませんが、地域自治協議会はまちづくりを進めていく上で市の重要なパートナーと

して、連携・協働していくことになると考えています。

Q
A

（５） 令 和 元 年 6 月 23 日 地 域 情 報 紙第 39 号

！



今後の主な行事予定 部会活動

令 和 元 年 6 月 23 日（６）学 園 南 ふ れ あ い地 域 情 報 紙
　

今
年
度
よ
り「
学
園
南
保
育
園
」

か
ら
「
学
園
南
こ
ど
も
園
」へ
の
移

行
に
伴
い
、
幼
稚
園
利
用
も
始
ま

り
ま
し
た
。

　

一
人
一
人
の
育
ち
を
大
切
に
す

る
関
わ
り
を
持
ち
、
友
達
と
の
生

活
や
遊
び
の
中
か
ら
学
び
を
育
て

る
教
育
・
保
育
を
目
指
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

地
域
の
皆
様
に
は
、
新
園
舎
建

築
の
た
め
ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た

し
て
お
り
ま
す
。
安
全
第
一
に
取
り

組
み
、
さ
ら
に
子
ど
も
た
ち
の
保

育
の
充
実
に
向
け
て
、
職
員
一
同
、

力
を
合
わ
せ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
の
で
、
ご
理
解
ご
支
援
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

平
素
は
、
学
園
南
い
き
い
き
ス

ク
ー
ル
・
子
ど
も
会
活
動
に
ご
協

力
い
た
だ
き
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　

今
年
度
、
学
園
南
・
い
き
い
き

ス
ク
ー
ル
と
学
園
南
地
区
子
ど
も

会
は
合
併
し
「
学
園
南
い
き
い
き

子
ど
も
会
」
に
な
り
ま
す
。
い
き

い
き
子
ど
も
会
は
、
地
域
の
協
力

を
得
て
地
域
住
民
と
の
交
流
活
動

な
ど
を
通
じ
て
、
子
ど
も
た
ち
を

心
豊
か
で
健
や
か
に
育
み
ま
す
。

ト
支
援
に
な
り
ま
す
。
介
護
予
防

は
元
気
な
う
ち
か
ら
取
り
組
む
こ

と
が
大
切
で
す
。
様
々
な
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
あ
り
ま
す
の
で
積
極
的
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。
ど
う
ぞ
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
今
後
も

職
員
共
々
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

４
月
よ
り
奈
良
市
富
雄
東
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
セ
ン

タ
ー
長
と
し
て
就
任
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

奈
良
県
五
條
市
生
ま
れ
の
44

歳
。
奈
良
市
内
に
は
６
年
前
に

引
っ
越
し
て
き
ま
し
た
。
趣
味
は

自
宅
で
の
映
画
鑑
賞
で
す
が
、
少

年
時
代
は
柔
道
・
カ
ブ
ス
カ
ウ
ト
・

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
。
大
学
で
は
ワ

ン
ダ
ー
フ
ォ
ー
ゲ
ル
部
。
カ
ラ
オ

ケ
が
好
き
で
し
た
。

　

職
歴
と
し
て
は
軽
費
老
人
ホ
ー

ム
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
こ

の
３
月
ま
で
は
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
長
曽
根
寮
の
施
設
長
を
さ

せ
て
頂
い
て
お
り
ま
し
た
。

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、

高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
住
み
慣
れ
た

地
域
で
そ
の
人
ら
し
い
生
活
を
送

る
た
め
に
、
様
々
な
支
援
を
通
し

て
生
活
を
支
え
る
総
合
相
談
機
関

で
す
。
主
な
役
割
は
①
介
護
予
防

ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
②
総
合
相
談

③
権
利
養
護
④
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン

学
園
南
保
育
園
の

「
こ
ど
も
園
」
移
行
に
つ
い
て

富
雄
東
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー
長
の
ご
あ
い
さ
つ

「
い
き
い
き
ス
ク
ー
ル
」
と

「
子
ど
も
会
」の
合
併
に
つ
い
て

第 39 号

・福祉大会　9月16日（月）13：30
　高齢者から児童までの集い　於：学園前ホール

・赤い羽根共同募金　10月1日（火）・11月2日（土）
・作品展　10月7日（月）～9日（水）　於：集会室

・アートフェスタ　11月9日（土）～11月16日（土）
　会場：帝塚山学園18号館・大和文華館・西部公民館他

　現代アート展＆コンサートなど

・防災訓練　令和2年1月19日（日）9：00
　避難所開設訓練　於：西部公民館6階体育室

・防犯講習会　令和2年2月2日（日）13：30
　於：西部公民館４階

○ふれあいネットワーク
　ふれあい集いの会：月１回

○学園南いきいき子ども会　月１回

○ぷちっこパーク
　週１回・火曜日　子育て支援の会

○ウォーキング
　月１回　ウォーキングクラブ

○グラウンドゴルフ
　月４回　軽スポーツクラブ

○パソコン教室
　月１回・第３水曜日　学園南ＩＣＴ部会

○同好会（囲碁、カラオケ、うたごえ他）
　各週木曜日

新園舎工事中です！

園

長

学
園
南
こ
ど
も
園

神
田
美
智
代

セ
ン
タ
ー
長

富
雄
東
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

田

中

伸

志

【
相
談
連
絡
先
】

月
～
金
曜
日
（
祝
日
以
外
）

９
時
～
17
時　

☎
０
７
４
２-

５
２-

２
０
５
１

会

長

学
園
南

い
き
い
き
子
ど
も
会

松

岡　

忠


